
第55回中日クラウンズ 名門大会史上初！18番ホールに
「エアウィーヴ ドライビングディスタンス賞」を設定

― 大会開催2014年05月01日～05月04日の最終日2日間 各日100万円と副賞 ―

新 次 元 マ ッ ト レ ス パ ッ ド 「 エ ア ウ ィ ー ヴ 」 を 製 造 ･ 販 売 す る株 式 会社 エ アウ ィ ーヴ

（ 愛 知 県 額 田 郡 幸 田 町 、 代 表 取 締 役 社 長 ： 高 岡 本 州 ） で は 、 昨 年 に 引 き 続 い て

第55回中日クラウンズ（https://hicbc.com/special/crowns/index.htm）に協賛いたします。

1960年より続いているゴルフトーナメントである中日クラウンズは、毎年4月末・5月

上旬の木曜から日曜にかけての4日間、愛知県愛知郡東郷町にある名古屋ゴルフ

倶楽部・和合コースで開催されます。出場選手には国内のトッププレイヤーはもちろん

海外から一流選手を招聘しており、今年は石川遼選手が2年ぶりの出場を表明したと

いうことで早くも注目を集めています。

第55回目を迎えたこの名門大会に、この度大会史上初「18番ホール」に、特別賞といたしま
して「エアウィーヴ ドライビングディスタンス賞」を最終日の2日間わたり、設定いたしました。
18番のティーショットで最長飛距離を記録した選手に、各日賞金100万円と副賞としてエア
ウィーヴ ポータブル DUAL MODEソチオリンピック日本代表選手団モデルが授与されます。

最終日2日間の最終の18ホールという設定のため、大胆なチャレンジが期待できます。

ぜひ、選手たちのティーショットの1打にかける果敢な挑戦も合わせてお楽しみください。

報道関係各位 2014年4月

・ 2007年 国立スポーツ科学センター（ＪＩＳＳ）の宿泊施設に、エアウィーヴが採用される。
・ 2008年 北京にて、エアウィーヴポータブルを開発。水泳・陸上代表選手約70名が現地で使用。
・ 2010年 バンクーバーにて、浅田真央選手が現地でエアウィ―ヴを使用。
・ 2010年 サッカーワールドカップ南アフリカ大会の際、日本代表全選手が現地にエアウィーヴを持参。
・ 2012年 ロンドンオリンピックの日本代表を支援する、文部科学省管轄の『チーム「ニッポン」マルチ

サポート事業』に参加。コンディショニング用品としてマルチサポート仕様のエアウィーヴを開発。
・ 2013年 JOCオフィシャルパートナーシップ契約（マットレスパッド、ピロー、クッション）を締結。
・ 2014年 JAL国際線ファーストクラス「SKY SUITE777」のマットレスパッド・ピローとして採用。
・ 2014年 ソチオリンピック日本代表選手団に特殊仕様エアウィーヴ ポータブル、アメリカ・フランス・ドイツ

スイス・オーストリアの各国オリンピック委員会のソチオリンピック代表選手団にエアウィーヴ
ポータブルDUAL MODEを供給。合計1000枚以上のエアウィーヴが使用される。

＜これまでの、アスリートに対する主なサポート活動実績＞



･商号 株式会社エアウィーヴ

･代表者 高岡 本州 （たかおか もとくに）

･創立 平成16年11月11日

・事業内容 マットレスパッド「エアウィーヴ」の製造･販売

・資本金 3,000万円

･所在地 愛知県額田郡幸田町大字荻字荒井28 

■会社概要

■本件に関するお問い合わせ先

エアウィーヴは『空気（air）』を『編む（weave）』ような構造で、極細
繊維状樹脂を三次元的に絡み合わせることで、素材の90%以上が
空気という独自の構造を実現しています。そのため、「まるで空気
の上で眠っているような快眠」が実現できます。

快適な寝心地が評価され、トップアスリートの方々、JAL国際線
ファーストクラス「SKY SUITE777」、石川県和倉温泉「加賀屋」
全室にとりいれられるなど、睡眠の質にこだわる方々や場所に、
多数採用されています。

■ 高反発マットレスパッド「エアウィーヴ」について

≪カスタマーセンター≫

0120-824-811（10：00～17:00）

URL: http://airweave.jp

≪エアウィーヴ、４つの特長≫

③素材の90%以上が空気
であるため、夏は蒸れず、
冬は空気断熱に優れ、
暖 か さ を も た ら す 。

①復元性（体重を押し戻す
力）が高いため、 睡眠時の
寝返りが楽にでき、熟睡を
サポート。

②優れた体圧分散で、体に
負担がかからない。

④中のエアウィーヴ素材
まで洗えて、清潔。

全国各地に続々と新店舗がOPEN。

株式会社エアウィーヴ マーケティング部 シニアマネージャー
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